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1 事業の成果

【1】 活動の概要

報道実務家フォーラムは2010年 に生まれ、報道実務家のスキルと知識を高める場として運営され
てきた。当初は社会的に意義のあるスクープ、好企画など良い仕事をした報道実務家の講演と質疑応答

を中心とした単発イベントとして平日夜に実施し、数十人から200人以上が参加した。
2017年 からは早稲田大学国際会議場を会場に、多数の講座を数日間集中開催する「拡大版」を開始
した。米国「調査報道記者編集者協会」(IRE)、 「世界調査報道ネットワーク」(GIJN)な どが開い

ている同種の業界イベントを参考にした。以降、新聞、通信、放送、デジタル報道メディアの記者やディ

レクター、フリーランスジャーナリス トなど多彩な記者が集まり、ともに学ぶとともに交流を深める場

となつている。

規模を拡大してからはスクープや企画報道だけではなく、オープンデータや最新の情報技術の活用な

ど、日常的な取材・報道に役立つ実用的な講座も導入した。

参加人数は2017年 に約 100人、2019年 には約 370人 と増加傾向だったが、2020、 20

21両年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のためオンライン開催とした。初めての試みであった

が、それぞれ 150～ 200人程度の参加を得ることができた。
2022年 度は人数制限をしたうえでリアル会場を復活し、オンライン配信もするハイブリッド開催
とした。その結果、リアル・オンライン合わせて過去最多となる約 530人が参加。国内のジャーナリズ

ム研修イベントとしては最大級の規模に成長した。大規模開催が定着したことから、タイ トルから「拡大

版」も外した。

現場を担う報道実務家が会社や業種の違いを越えてともに学び、議論する場は国内には極めて少ない

ため、報道界において貴重な場となっている。

毎年春に行っているメインイベントである上記フォーラムに加え、小規模のフォーラム、優れた報道

を顕彰する「調査報道大賞」、海外のジャーナリズム団体との協力などの活動も続けている。講座の録画

や資料などを提供する「ライブラリ」の構築や、東京以外でのフォーラム開催、若い世代向けの新しいイ

ベント展開なども計画している。

こうした実績を踏まえ、さらに安定した活動を行うため報道実務家フォーラムは2019年 4月 に特
定非営利活動法人 (NPO法人)と しての法人格を得た。徐々に知名度を高め、「報道実務家同士のつな

がり」「報道実務に特化したスキルと知識の向上」を重視する独自性を発揮し、その社会的意義がますま

す注目されている。

【2】 組織運営

(1)2022年 度理事・監事



理事  

理事 
理事 
理事  ジャーナリスト、
理事  

監事  弁護士

(2)理事会・総会の開催

(理事会)

第 10回理事会…2022年 6月 7日 (オンライン)
2022年 度定期総会の議案書 (案)について

第 11回理事会…2023年 4月 12日 (オンライン)
2022年 度活動報告、 2023年 度活動計画、業務謝礼等規程などの制定
第 12回理事会…2023年 6月 10日 (オンライン)
2023年 度定期総会の議案書 (案)について

(総会)

第 5回通常総会…2022年 6月 19日
2021年 度活動報告の承認
2021年 度活動計算書、貸借対照表、財産日録の承認
2022年 度活動計画書、2022年 度事業計画書の承認
2022年 度活動予算書の承認
理事・監事の選任

監査報告

(3)会員

正会員   25
賛助会員 (個人)

賛助会員 (団体)

計    141

(前年… 20)

114  (前 年・・・1 18)

2 (前 年-0)

(前年… 138)

(4)運営体制

イベン ト計画 。講座内容立案など事業方針については運営会員と下記の事務局で構成する運営会議で

決定している。運営会議は原則 1か月に 1回開催する。

事務局は、 非常勤職員 1名、業務委託先である株式会社コパイロツトの担当者で



活動し、週 1回事務局会議を開いている。なお経理については特定非営利活動法人ジービーパー トナー

ズに一部業務委託している。

【3】 事業活動

4～ 5月  報道実務家フォーラム2022
3年ぶりにリアル会場での開催となった。 3日 間、50講座を開講し、オンライン中継も同時に行 う
ハイブリッド型を初めて試みた。意義あるスクープの舞台裏のほか、ITやデータ活用、管理職らの討論、

留学を応援する相談講座など多彩な内容とし、リアル・オンライン合わせて過去最多となる約 530人
が参加 した。

4～ 9月  調査報道大賞を創設・運営
すぐれた調査報道を称え、広く社会に知らせる「調査報道大賞」第 2回をスローニュース株式会社と共

同で募集・選考した。計 106の候補作が集まり、報道実務家フォーラム参加経験がある報道実務家が第
1次投票、さらにジャーナリス 、作家 、ジャーナリス ト 、東京工業大准教授

、情報公開クリアリングハウス の各氏からなる選考委員会で議論し、次の各

賞を授賞した。授賞式は9月 に行った。

大賞

国土交通省の統計不正問題をめぐる一連の調査報道 (朝 日新聞)

優秀賞

文字部門 :公文書クライシス (毎 日新聞)

文字部門 :森友自殺 財務省職員 遺書全文公開「すべて佐川局長の指示です」の報道 (週刊文春/相
澤冬樹 )

映像部門 :「NHKスペシャル「緊迫ミャンマー～市民たちのデジタル・レジスタンス～」/「混迷ミャ
ンマー～軍弾圧の間に迫る～」8Slスペシャル「動画が暴いた軍の弾圧～ミャンマー クーデターから
1年～」ノウェブサイ ト「What's Happeningin Myanmar?」 の一連の報道」(NHK)
映像部門 :「偽りのアサリ ～追跡 1000日 産地偽装の闇～」(CBCテ レビ)
デジタル部門 :「キッズライン」問題を明らかにした報道 (Business lnsider Japan他 /中野円佳 )

選考委員特別賞

中国新彊ウイグル自治区の強制不妊疑惑などを巡る調査報道 (西 日本新聞)

「すくえた命～太宰府主婦暴行死事件～」 (テ レビ西日本)

11月  報道実務家フォーラム。調査報道大賞スペシャル 2022
上記調査報道大賞の受賞者を講師として、その取材の方法、報道にあたつてのポイントを話してもら

う7講座を開いた。ざっくばらんな議論ができるよう、小規模な会場で講師を囲むラウンドテーブル形

式とし、オンライン中継も実施した。会場に約 40人、オンラインで約 70人が参加した。



通年 報道実務家フォーラムが加盟する世界調査報道ネットワーク (GTJN)に よる「調査報道の手引
き」の翻訳掲載

世界調査報道ネットワーク (GIJN)が 持つ豊富な取材・報道の手引きを英語から日本語に翻訳し、
フォーラムのウェブサイ ト上に掲載している。実施に当たってはGIJNよ り支援を受けている。内容
は▽助成金・フェローシップー覧▽内部告発者との協力▽女性ジャーナリス トのためのリソースーなどで、

世界レベルの取材報道ガイ ドに日本の報道実務家が触れる機会となっている。

通 年  子 育 て 記 者 の 知 恵 と経 験 共 有 サ イ ト 「 BACK TO THE NEWSROOM」

(https:〃www.bachothenewsЮom.jp/)を 運営

出産後、報道の現場で子育てと仕事の両立に悩む全国各地の記者や編集者、ディレクターに、記者がイ

ンタビューし、経験とそこから生まれた知恵を発信している。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【6,446】 千円)※

※四捨五入により下記の各事業費の総計と一致しない

疋級に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

報道実務家のス

キル と知識を高
めるための、研
修、交流、情報交
換・情報提供に
係る事業

良い報道を手がけた記者や情
報公開専門家の講座を開 く
「報道実務家フォーラム 20
22」 の開催、オンライン情報
提供など

通年 東京都内、

オ ン ラ イ

ン

25人 記者、編集
者 な ど報

道実務家、

学生、研究

者、一般市

民

690人 6,139

子育て記者のスキルと知識を
高める情報ウェブサイ トの運
営

通年 オ ン ラ イ

ン

2人 記者、編集
者 な ど報

道実務家、
一般市民

(不特定

多数)

11

報道・取材の自
由、表現の自由、
記者・編集者の

権利、ジャーナ
リズムの発展推
進に関する事業

調査報道大賞の運営 4月 ～9月 オ ンライ
ン、東京都

内 (対面で

の催 しが

可能 な場

合)

20人 記者、編集
者 な ど報

道実務家、

学生、研究

者、一般市

民

― (応募者

と して は

120人 )

296



活 動 計 算 書

特定非営利活動法人報道 フォー フム 自 2022年

[税込](単位 :円 )

4月 1日  至 2023年 3月 31日
【経常収益】

【受取会費】

正会員受取会費

賛助会員受取会費

【受取寄付金】

受取寄付金

個人

法人

【事業収益】

事業収益 1

参加費

その他補助

【その他収益】

受取 利息
雑 収 益
経常収益 計

【経常費用】

【事業費】

(人件費)

臨時雇賃金 (事業)

人件費計

(その他経費)

業務委託費 (事業)

諸 謝 金 (事業)
運営業務

その他補助

印刷製本費 (事業)

会 議 費 (事業)
旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)
賃 借 料 (事業)
保 険 料 (事業)
支払手数料 (事業)

振込手数料

利用手数料

その他経費計

事業費 計
【管理費】

(人件費)

給料 手当
法定福利費

人件費計

(その他経費)

業務委託費

通信運搬費

消耗品 費
地代 家賃
租税 公課
支払手数料

振込手数料

支払手数料

その他経費計

管理費 計

3,469,000

(169,000)

(3,300,000)

160,000

348,000 508,000

3,469,000

4,322,500

3,351

4,322,500

(4,320,500)

(2,000)

112

3,239

8,302,851

755,286

755,286

2,279,242

675,480

(150,000)

(525,480)

346,553

94,478

1,367,800

48,805

314,361

25,300

3,000

537,495

(25,305)

(512,190)

5,692,514

665,550

6,447,800

377

666,927

730,587

71,385

29,280

60,000

1,321

38,735

(9,180)

(29,555)

931 308

1,598,235



活 動 計 算 書

特定非営利活動法人報道実務家フォーラム

[税込](単位 :円 )

自 2022`年14月 1「l [=2023`年 13月 31日

経常費用 計
当期経常増減額

【経常外収益】

経常外収益 計
【経常外費用】

経常外費用 計
税引前当期正味財産増減額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

8,046,035

256,816

0

256,816

256,816

12,548,057

804.873



貸 借 対 照 表
特定非営利活動法人報道実務家フォーラム

全事業所

[税込](単位 :円 )

2023年 3月 31日 現在
《資産の部》

【流動資産】

(現金・預金)

普通 預金
PayPay銀行

三井住友銀行

現金・預金 計

(売上債権)

未 収 金
売上債権 計

(その他流動資産)

前払 費用
その他流動資産 計
流動資産合計

資産合計

13,954,275

(1,994,979)

(1 959,296)

13,954,275

9,000

9,000

3,600

3,600

13,966,875

13,966,875

《負債の部》

【流動負債】

未 払 金

その他

前 受 金
預 り 金

報酬源泉税

給与源泉税

流動負債合計

負債合計

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

134,370

(23,419)

(110,951)

1,010,000

17,632

(16,028)

(1,604)

1,162,002

《正味財産の部》

12,548,057

1,162,002

12,804,873

256 816

13,966,875



財務諸表の注配
特定非営利活動法人報道実務家フォーラム 2023年 3月 31日 現在

【重要な会計方針】
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日最終改正 NPO法 人
会計基準協議会)によっています。

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

【事業費の内訳】
事業費の区分は以下の通りです。

部門件数が1ページ内の最大を超えました。明細は別紙に出力します。

【使途等が制約された寄付等の内訳】
[税込](単位 :円 )

合計

【役員及びその近親者との取引の内容】
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

[税込](単位 :円 )

【その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか
にするために必要な事項】

(活動計算書)

活動計算書計

肉 患 EITI丁所ヨ 匹IIIT再¬ EII肩71¬
…

【 L】

科 目 腱口●讚卜■■8れた0■ 内、役員との凛|



事業費の内訳 (別紙)
特定非営利活動法人報消 家フォーラム 2023年 3月 31日 現在

[税込](単位 :円 )

子育てサイト諄日 フォ‐ラム その他

706,726 48,560

706,726 48,560

2,279,242

609,795

(150,000)

(459,795)

265,798

94,478

1,316,560

35,635

311,244

25,300

3,000

491,725

(19,405)

(472,320)

11,880

(65,685)

80,755

45,770

(5,900)

(39,870)

65,685

51,240

1,290

3,117

5,432,777 11,880 247,857

6,139,503 11,880 296,417

(人件費)

臨時雇賃金 (事業)

人件費計

(その他経費)

業務委託費 (事業)

諸 謝 金 (事業)
運営業務

その他補助

印刷製本費 (事業)

会 議 費 (事業)
旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)
賃 借 料 (事業)
保 険 料 (事業)
支払手数料 (事業)

振込手数料

利用手数料

その他経費計

合計

[税込](単位 :円 )

科 目 共通経費 管理姜 (区分不明) 合計

755,286

755,286

2,279,242

675,480

(150,000)

(525,480)

346,553

94,478

1,367,800

48,805

314,361

25,300

3,000

537,495

(25,305)

(512,190)

5,692.514

6.447,800

(人件費)

臨時雇賃金 (事業)

人件費計

(その他経費)

業務委託費 (事業)

諸 謝 金 (事業)
運営業務

その他補助

印刷製本費 (事業)

会 議 費 (事業)
旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)
賃 借 料 (事業)
保 険 料 (事業)
支払手数料 (事業)

振込手数料

利用手数料

その他経費計

合計



財 産 目 録
特定非営利活動法人報道実務家フォーラム [税込](単位 :円 )

全妻表夏___…………………… …………“__…………………………………………………峯堅ョL型1輩Lュご留|=
《資産の部》

【流動資産】

(現金・預金)

普通 預金
PayPay銀行

三井住友銀行

現金・預金 計

(売上債権 )

未 収 金
売上債権 計

(その他流動資産)

前払 費用
その他流動資産 計
流動資産合計

資産合計

13,954,275

9,000

9,000

3,600

3,600

13,966,875

13,966,875

《負債の部》

I流動負債】

未 払 金

その他

前 受 金
預 り 金

報酬源泉税

給与源泉税

流動負債合計

負債合計

1,162,002

1,162,002

正味財産 12,804,873

13,954,275

(1,994,979)

(11,959,296)

134,370

(23,419)

(110,951)

1,010,000

17,632

(16,028)

(1,604)



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2022年 度年間役員名簿 J泄事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並これらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特宇非営利活動法人 報 務家フォーラム

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

回以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
日各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 《ぜ劃〕芦事
セガワ シロウ 2022年 4月 1日

～ 2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日瀬川 至朗

2

ダイ ヒロシ 2022年 4月 1日
～ 2023年 3月 31日

年 月

月

日

日年蔓 宏士

3 事

ミキ ユキコ 2022年 4月 1日
・ヽ2023年 3月 31,1

年  月  日

年 月 11三木 山希子

4

サワ ヤスオミ 2022年 4月 1日
～ 2023年 3月 31日

年 月

月

日

日年澤 康臣

5
⌒
理事ヽ鷺重ジ

コマチヤ イクコ 2022年 4月 1日
～ 2023年 3月 31日

年  月  日

年 月 日小町谷 育子

ｒ
０

クマダ ヤスノブ 2022年 4月 1日
～ 2023年 3月 31日

年 月

月

日

日年熊田 安伸

理事・監事

年  月  日

年 月 日

年   月   日

年 月 日

０
０ 理事・監事

年 月

月

日

日年

年  月  日

年  月  日

9 理事・監事
年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

10 理 事・ 監 事
年  月  日

年  月  日

年  月  日

奔二  月   日

〇
監事

〇
監事



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立 口事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 報道実務家フォーラム

氏   名

1 瀬川至朗

2 豪宏上

3
澤康臣

∠
ュ 野呂法夫

5 H下部聡

6 後藤由耶

7 河野聡

8 橋場義之

9 熊田安伸

10 青木友里

11

12


